
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○「主体的・対話的で深い学び」の視点での
授業改善による学力向上対策
・単元のゴールとプロセスデザインの見える
化
・協働的な学びの充実
・ICTの活用場面の設定

○個別最適な学びと協働的な学びを推進する唐津
の学びスタイルチェックシートによる振り返りで、平
均３点以上。

・定期的に校内研修会等で、学びスタイルの進捗状
況を確認する。また、他の学年と進捗状況を共有し、
更なる取組の促進を図る。
・ICT推進教師やICT支援員と協力をして、ICT利活用
に係る研修会を開催する。 A

・唐津の学びスタイルチェックシートの評価で、「個別最適な学び」は3.0、「協働的な
学び」は3.1で目標の3点以上を達成した。
・ラーニングマウンテンの取り組みは、研究教科の算数を中心に取り組みを広げるこ
とができ、児童の主体的な学びにつなげることができた、
・ICT利活用も様々な教科や場面において進める意識が高まってきた。 A

・どの学年も集中して学習に取り組んでいる様子が伺えた。子ども
達がタブレット端末の活用に慣れていて驚いた。
・学力の個人差が大きいことに対しての対応が難しいように感じた。
1クラスの学年の人数が多く、大変だろうと感じた。ICTの有効活用
も含め、個別指導のあり方を今後、検討していく必要があると感じ
た。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○「友だちに対して思いやりの気持ちをもって優しく
していますか。」について、肯定的な回答をした児
童をが９０％以上とする。

・縦割り活動やボランティア活動を通してお互いを思
いやる経験を積めるようにする。
・児童の善い行いに気づいた児童が「ほめほめカー
ド」を書いて掲示したり、全校放送したりすることで児
童のよさを認める温かい雰囲気作りをする。 A

・「友だちに対して思いやりの気持ちをもって優しくしていますか。」の質問について９
７％の児童が肯定的な回答をしていた。
・1年間、計画委員が中心となって取り組んできた「ほめほめカード」の取り組みのお
かげで、児童同士で良さを認め合う雰囲気作りができている。
・年間2回の人権集会や縦割り活動を通して、自分だけでなく、他を思いやること、人
権を守ることの大切さについて考えることができた。

A

・朝や下校時刻等に子ども達の見守りを行っているが、あいさつが
元気にかえってくる子とそうでない子との差が激しいように思う。元
気のない子どもを見ると、何か家庭で抱えているものがないだろう
かと心配してしまう。
・上級生が下級生に優しく接している場面を見かけることがある。日
頃の学校での取り組みの成果もあるのでないだろか。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「いじめを見たり気づいたりしたら、止めるようにした
り、大人に伝えたりしていますか」について肯定的な回
答をした児童を90％以上とする。
○「いじめの未然防止、早期発見・対応ができるよう、
組織的な指導や取り組みを行っている」について肯定
的な回答をした教職員を95％以上とする。

・いじめアンケートや毎月初めの「西小アンケート」の
結果をもとにいじめの早期発見と見逃し０に努め，担
任，生活主任，SC，SSW等と連携して迅速・適切に解
決に当たり、再発防止に努める。 A

・「いじめを見たり気づいたりしたら、止めるようにしたり、大人に伝えたりしています
か」の質問に８４％の児童が肯定的な回答をしていた。
・「いじめの未然防止、早期発見・対応ができるよう、組織的な指導や取り組みを行っ
ている」について96％の教職員が肯定的な回答をした。教職員、児童ともに「いじめ
を許さない」、「いじめを見たら、すぐに相談する」という風土が育っている。この1年
間、早期発見、見逃しゼロに努めることができた。

A

・学校が行っている「西小よい子アンケート」は、毎月行ってい
るところが素晴らしいと思う。日常の会話だけでなく、アンケー
トを実施することで子どもの変化に気づくことができると思いま
す。
・学校、家庭、地域が一体となって連携していくことが今後も必
要だと思う。

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれて
いると思う」と回答した児童８０％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした児童８５％以上

・地域の人・もの・ことに関わる交流を通して学ぶ体験
活動を各学年、年３回以上実施する。
・キャリアパスポートを計画的に活用する。

B

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した児童は、９３％で
あった。１年間を通して、地域の人々と関わる体験活動や学年親子活動を全学年3
回以上実施することができた。
・「将来の夢や目標を持っていますか」の質問に８５％の児童が肯定的な回答をして
いた。キャリアパスポートを計画的・継続的に活用していくことで、自己の夢や目標の
実現に向けて努力する姿勢を継続させていく。

A

・今年度も昨年度に引き続き、商店街への花植えにも来ても
らって大変有難かった。商店街のイベントにも多くの子ども達
が来てくれて嬉しく思った。地域と家庭が連携していきながら
子ども達を見守り、育てていく環境を整えていければと思う。

○「ほめるから、はじめる。はじまる」の
合言葉を意識した教育活動

○「児童のよいところを見つけ、ほめるような
声かけができている」について肯定的な回答
をした教員を90％以上とする。

・定期的に校内研修会等で、児童への関りについて
教職員同士が情報交換をする。
・「ほめほめカード」の取組において、児童同士だけで
はなく、先生から児童への言葉かけを全校放送で紹
介する。

A

・「児童のよいところを見つけ、ほめるような声かけができている」と回答した教職員
は96％であった。また、保護者へ「お子さんのできるようになることを応援している」と
いう質問に対しても９６％の保護者が肯定的な回答であった。
・児童同士だけではなく教師からの「ほめほめカード」を紹介することを通して、学校
全体に支持的風土の高まりが見られた。

A

・「ほめて　のばす」という考え方は大変大切だと思う。ほめられたと
きの子どもの表情は生き生きとしているものだ。大人でも褒めてもら
えると嬉しくなる。
・児童会の「ほめほめカード」の取り組みはとても素晴らしいと思う。
お互いのよさを見つけ合うような環境をこれからも整えていってほし
い。

●運動習慣の改善や定着化 ●授業以外で運動やスポーツを行う時間が1週間
で420分以上の児童80％以上とする。

・ 体育委員会からの放送や担任からの呼びかけを継
続し外遊びを奨励する。
・体育学習の工夫(カリキュラムの工夫)を行い、体育
の授業や体を動かすことが好きな児童を増やす。とと
もに、健康観察カードによる健康管理に努める。 
  
  
  

A

・「授業以外で運動やスポーツを行う時間が1週間で420分以上の児童は男子が６
０％、女子が３２％と目標を下回った。
・「外で遊べる日は、外で遊んでいますか」の質問項目について肯定的な回答をして
いた児童は、８１％であった。外で遊ぶ子が徐々に増えてきて、教師も外で遊ぼうと
いうところが見られ、外遊びを推奨することができた。
・持久走大会、マラソン月間を１２月に設け、昼休み終わりの１０分間全校児童でラン
ニングに取り組んだ。練習、大会共に多くの児童が真剣に取り組むことができた。

B

・最近、校区内で子どもをあまり見かけなくなった。仕事場にいて、
子ども達の声もほとんど聞こえることはない。公園にも子どもがいな
い状況である。少子化の影響もあるかもしれないが寂しく感じてい
る。
・校外で子ども達が遊べるような場所が少ないように思う。学校で
外遊びの楽しさを味わわせてもらえることはこれからの子ども達の
運動能力の向上につながると思う。

○「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」をテーマに学校における食育
を推進

○「早寝、早起き、朝ご飯ができていますか」の質
問項目について肯定的な回答をした児童を80％以
上とする。
○食事・健康に関する意識調査において、「健康に
良い食事をしている」と考える児童90％以上とす
る。

・早寝、早起き、朝ご飯の取り組みを家庭と連携して
行い、望ましい食生活を身に付けさせる。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・定期的に食生活ア
ンケートを実施する。 B

・「早寝、早起き、朝ご飯ができていますか」の質問項目について肯定的な回答をし
た児童は８７％となり、目標を上回った。「健康に良い食事をしている」児童の割合は
前年度より下回ったものの、自分にできるところから生活習慣改善に努めていること
がわかった。
・１月下旬の給食週間には給食に関する放送や動画の視聴に取り組むことで、給食
への理解を促すことができた。

B

・早寝、早起き、朝ご飯ができている児童が87％もいたということ
は、大変喜ばしいことである。朝、登校時のあいさつ運動をしている
時、元気のない子どもを見かけると、規則正しい生活ができている
か、朝食を食べたか等、不安になることがある。
・食事のマナーについては、本来は家庭で行うべきことではある
が、学校でも指導をしてもらえるのは喜ばしいことです。学校・家庭
で連携した指導をお願いします。

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時
間の上限を遵守する。

・毎週金曜日を定時退勤日とし、全職員で意識し、声
を掛け合う。
・時間外在校時間の多さが常態化している職員につ
いては、管理職が個別に声かけを行う。 A

・時間外在校時間月４５時間以内の上限遵守については、８７％の職員が遵守でき
ていた。４５時間を超える職員については、今後、業務量の過多にならないように調
整していく必要がある。
定時退勤日には、意識して早めに退勤できるように、各自が効率的に業務を行って
いた。 A

・学校の先生たちに気持ちの余裕がないと、子ども達の教育にも影
響すると思う。先生方が、ゆとりを持って子ども達と向き合う時間が
確保できるようにしてほしい。
・先生方は、授業だけではなく、様々な業務があり大変だとは思う
が、早く退勤できる日を設定する取り組みは大変有効なのではない
かと思う。

○業務の効率化の推進 ○個人ではゴールと優先順位、組織としては行事
の精選と業務の縮減に取り組み、効率化が進んだ
という教員を70％以上にする。

・校務サーバーを整理し、これまでの文書データを効
果的・効率的に活用できるようにする。
・校務を整理し、諸問題に対してチームとして対応で
きるようにする。 A

・「ゴールと優先順位を意識して業務の効率化を図り、時間外在校等時間の縮減に
努める」の質問に９３％の教職員が肯定的な回答であった。校務サーバー内のデー
タを効果的・効率的に活用できた。
・各部会で次年度の行事計画を検討するにあたり、業務の質、得られる教育効果等
について協議を行いながら、年間行事計画の作成を行うことができた。

A

・業務の効率化は、先生方の業務改善には欠かせないことである。
そういった点を踏まえて、PC等の機器を活用して効率化を図ること
ができるのは大変よいことだと思う。PCの使用に対して、苦手意識
を持っている先生方はいないのでしょうか。子ども達だけではなく、
先生方も日々学ぶことが多く手大変だろうと改めて感じる。

●特別支援教育の充実

○共生社会の形成に向けた校内支援体
制の充実と環境の整備

○各学期初めに、児童の活動が見える教室環境を
整える。
○アセスメントを行い、必要な支援につなげる。
○「支援を要する児童に対し、研修会を踏まえ適切
な対応を取るように努めている」の質問項目につい
て肯定的な回答をした教員を90％以上にする。

・複数の教員によるアセスメントをもとに保護者と合
意形成を図りながら、必要な支援を進めていく。
・特別支援教育に関する研修会を定期的に行ってい
く。

A

・多様な児童が落ち着いて学習に取り組めるよう、個に応じた環境整備ができた。児
童が安心して活動に取り組めるように、活動の「見える化」が進んでいる。
・「支援を要する児童に対し、研修会を踏まえ適切な対応を取るように努めている」の
質問項目について、肯定的な回答をした教員が100％であり、十分に目標を達成す
ることができた。研修や日頃の情報交換によって、児童に関わる職員全体の特別支
援に関する意識が高められた。 A

・多様な児童のために個に応じた環境を整備されていることに感心
しています。また、先生方も同じような目で子供に向かっておられる
ことに敬意を表します。
・特別に配慮を要する児童への対応は、難しいと感じる。様々な特
性を持った児童に対して、その子に応じた支援をすることは、大切
だと思う。ただ、学校だけでは難しい面もあるだろうと思うので医療
や外部の専門機関等と連携して対応してほしい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○幼保小連携

○小中学校９年間の一貫した授業形態
による小中連携の推進。

○「授業づくり１・２・３」を活用した主体的・対話的
な学びを取り入れた授業を実践している」と回答し
た教員８０％を以上とする。

・中学校との連携は９年間というスパンを見据えながら計
画を立て、内容の充実も図っていく。
・年３回以上、小中交流会を実施し、「授業づくり１・２・３」
を活用した主体的・対話的な学びを取り入れた授業を公
開する。 A

・「授業づくり１・２・３」を活用した主体的・対話的な学びを取り入れた授業を実践して
いる」の質問に70％の教員ができていると回答した。成果指標には及ばなかったが、
ほとんどの教員が指導法の工夫・改善の意義を持って取り組んでいた。
・幼保小の連携を深め、低学年の生活上の課題について、就学前機関とも情報共有
して早めの対応を考えるために、1月に園を訪問を計画し、新入学児童の園での様
子や気になることについて、詳しく聞き取りを行った。

A

・小中学校９年間という義務教育期間でどれだけの学力を身に着け
ることができるかというのは、大人になるために大切なことだと感じ
る。同じ校区内に１つの小学校、１つの中学校で人間関係も変わら
ないからこそ、これからも中学校と連携して、児童生徒への対応を
行ってほしい。

○安全に関する資質・能力
の育成

○カリキュラムマネジメントによる防災教
育・安全教育の推進

○「自分の住んでいるところや通学路で危ない場
所を知っている。」という質問項目について肯定的
な回答をした児童を80％以上とする。
○ハザードマップを知っている児童を80％以上に
する。

・中学校と連携し、西唐津中学校区の自然災害の危
険性について学習をする。
・ハザードマップ等を利用し、校区の危険箇所を調
べ、自然災害時の避難の仕方について確認する。 A

・「自分の住んでいるところや通学路で危ない場所を知っている。」という質問につい
て知っていると回答した児童は３９％にとどまった。しかし、ハザードマップを知ってい
る児童は７６％にのぼり、自分の住んでいるところや校区内における危険箇所につ
いて学びを深めることができた。
・災害が起こった時の避難場所を知っている児童は７６％おり、また、避難の時に必
要なものについて知っていると回答した児童は８７％もいた。親子での防災学習を通
して、防災の必要性について改めて考えることができた。

A

・「西唐津小学校安全マップR06」があることは、大変よいと思った。
地域にも広めていく必要があると感じている。災害対応のための安
全教育はもちろん大切であるが、交通安全に関する安全教育も大
切だと感じている。最近、校区内で車対人の交通事故があった。高
齢者同士ではあったものの、子ども達も十分注意しないといけな
い。学校、家庭、地域を含めた安全教育の必要性を感じている。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

最終評価 学校関係者評価

学校名 唐津市立西唐津小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力向上に向け全校統一した組織的な取り組みを実施できたことで、学年が変わっても、児童が見通しを持って学習できるような体制を整えることができている。今後は、更にＩＣＴを有効的に活用していきながら「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に進め、「主体的・対話的で深い学び」の
視点での授業改善に努めていく。
・全学年において外部人材を活用し、地域に根差した体験的活動を実施することができた。学校目標である「『人・もの・こと』に関わりを持ち心豊かに育つ西唐津っ子」の育成につながった。次年度も地域の人的・物的資源を探り、体験的活動を実施することを通して、児童の豊かな心の育成につなげ
ていく。
・保健体育部を中心にして校内持久走大会や防煙教室、薬物乱用防止教室、歯みがき指導等、保健・体育的行事の取組を計画的に実施することができた。今年度は、栄養教諭との「食」に関する学習が実施できなかった。次年度は、計画的に実施できるように努めていく。
・業務改善・教職員の働き方改革については、教職員一人一人の意識改革のもと、組織的に実行することができている。教職員の年齢差が大きく、若手教職員も多くいることを踏まえて、今後も更に「チーム西唐津」として、児童の育成のために組織的に対応していく。
・全学年において、安全に関する資質・能力の育成をめざした防災学習を実施した。身の回りで起きている様々な災害について、自分事としてとらえて考えを深めることができた。今後も防災意識をたかめるような学習を学年に応じて継続していく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上に向け全校統一した組織的な取り組みを実施できたことで、学年が変わっても、児童が見通しを持って学習できるような体制を整えることができた。更にＩＣＴを有効的に活用していきながら「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に進め、「主体的・対話的で深い学び」の視点での

授業改善に努める。

・全学年において外部人材を活用し、地域に根差した体験的活動を実施することができた。次年度も地域の人的・物的資源を探り、体験的活動を実施することを通して、児童の豊かな心の育成につなげていく。

・保健体育部を中心にして校内持久走大会や防煙教室、薬物乱用防止教室、歯みがき指導等、保健・体育的行事の取組を計画的に実施することができた。また、「食」においても栄養教諭を中心にして栄養に関する指導をすることができた。

・業務改善・教職員の働き方改革については、教職員一人一人の意識改革のもと、組織的に実行することができている。教職員の年齢差が大きく、若手教職員も多くいることを踏まえて、更に「チーム西唐津」として、児童の育成のために組織的に対応していく。

・校区内３園や中学校との交流会を通して、保小中で情報を共有し、連携を推進することができた。今後も引き続き、連絡を密にしていきながら、児童が安心して学校生活を送ることができるような体制を整備していく。

２　学校教育目標
「人・もの・こと」に関わりを持ち　心豊かに育つ西唐津っ子　～にこ・きび・はき・どん～

　・にこにこ…笑顔であいさつと返事　　　　　　・きびきび…気づき考え実行　　　　　　　　・はきはき…よく聞き考え話す　　　　　　　　・どんどん…新しいことへの挑戦

３　本年度の重点目標

知：やる気⇒①子どもが活躍する授業づくり　②基礎基本と学習習慣の定着　③学習規律と学習意欲の確立　④新時代に対応した教育の確立　⇒『学力向上に積極的に取り組みます』

②徳：ほん気⇒①温かい学校・学級づくりの推進　②基本的な生活習慣の育成　③特別支援教育の充実　④体験活動の充実（キャリア教育の推進）　⇒『「人・もの・こと」に関わる心を育てます』

③体：げん気⇒①体力づくりの推進　②健康指導の充実　③食育の充実　④危機管理体制の確立（カリキュラムマネジメントによる防災教育・安全教育の推進）⇒『安全・安心な学校づくりに取り組みます』

④家庭・地域・保小中・関係機関等との連携を推進する。「地域とともにある学校～チーム西唐津の推進～」


